
/才

このたび弊社製品､事ヨー･コイリン2 .5%につきまして､『使

下記のとおり改訂いたし･･ミ 用上の注意』を

新 ますので､ご案内申し上げますO 旧
 

()一般的注意
1


うっ血性心不全及び肝 性浮腫の患者に授与する
場合は＼皿中濃度か上昇 

( 注意して使用することoすることかあるので 2)次の憲書には授与しな ()次の患者には授与しないこと1

倭 現行のとおり いこと キサンチン系薬剤の投与により＼重篤な副作用かみられた患者
 

()次の患者には慎重に授与すること
3 (2)次の患者には慎重に授

1) 急性心筋梗塞､重篤な心髄障害のある患者 1 与すること) 急性心筋梗塞､重篤な心

用 2 (本剤は心筋刺激作用を育するためo ) ( 筋障害のある患者)心筋刺激作用を膏するためo ) てんかん＼甲状腺機能元進症､急性胃炎及 2) てんかん､甲状腺機能元進症､急性

ぴ肝障害のある患者 (本剤の副作用かあら ある患者 胃炎の

オつれやす 3) 小児 ( (副作用ガあらわれやすいo ) )副作用かあらわれやすいo 

4)3副作用 いo ) )上 ( ) 小児 (本剤の副作用かあらわれやすいo ()3

の 1) 精神神経系 ときに頭痛＼不眠＼興奮､不安＼めまい＼ ときに頭痛､不眠＼興惑＼不安等ガ

耳鳴り＼振せh J等ガあらわれることガあるO

1副作用) 精神神経系

れることかある.また＼過量投 あられ

また本剤 与により＼窪

詐妄＼昏睡等ガあらわれの通巻授与により､とときに疲れh るこ かあるO J＼ れん､諏妻､昏睡等ガあらオれることかあるo つ

注 2) 循環器 2) 循環器

現行のとおり
 ときに心情元進等

3) 消化器 3) があらわれることかあるo 

コ.ら= 消化器



新

倭 旧(4)相

互朋1)) 他ののキサンチン系薬剤又は中枢神経興i薬薬と 併用により＼過度の中枢神経刺激作用かあらわれることかあるので＼これらの剤とは併用しないことか望ましいガ＼やむをえす投与する場合には減量するなど慎重に授与すること02 エリスロマイシン､トリアセ

チルオレアンドマイシン､シメチジン

と併用する場合には＼テオフィリンの

血中濃度を高めることガ諸告されている

ので慎重に授与することo3) フ工ノバルビJ S7

-ルとl L#用する場合にはテオフイ

リンの皿中瀬塵か低下するとの報告ガあるの

で注意すること○(5)適用上のの注意1) 本剤を急速に静脈内注射すると＼上記の副作用 ほか､熱感＼不整脈＼過呼吸＼まれ

にショップ等ガあらわれることガあるので＼生理食塩液又は精液で希釈してゆっくり注射すること02) JJDンブル力､ソト時の5主意本品はワンン/ TT(イントj -77ンプルを便伺しているか＼ア プルの首

の±=用上注コ 

忠

((5))妊婦 .授乳婦へへの授授 与与1)) 動物実験 (マウス)でで催奇形作用か報告されている.またヒトに移行し＼新生児に8胎盤を通過過して胎児匹吐＼神経 敏等の症状かあらわれるることガああるるので＼妊婦又は妊娠している可能性性の 婦人にはは＼治療上の再益性ガ危険 を上まわると判断される場合にのみ すること02 ヒト田乳中こすことかあ移行し＼乳児に神経過敏を起ので､本剤投与中 壬受乳を避けさせることo6相互作用 

1)) 現行のとおり2 エリスロマイシン＼トリアセチルオレアン 

ドマイシン､エノキサシン＼トリフ?Lシノ

ロン＼シメチジンと併用する場合には＼テ

オフイリンの血中濃度を高めることガ報告

されているので慎重に授与することo 

3) フ工ノ/てルビ5 7-ル＼フェニトインと併用

する場合には＼テオフィリンの血中濃度か低下するとの報告ガあるので注意すること○(7)適用上の注意

1)) 現現行行ののととおおりり2 

)-

ノ

〔 = 芸 都をエタノール綿等で※ 清拭し＼カットすることo


